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～デジタル田園都市国家構想交付金（TYPE S）事業～

目次

１ 運行内容

２ 令和６年度実績

３ 事業の振り返り

４ 今後の進め方

資料８

1



地域連携公共ライドシェア事業について

１ 運行内容（事業期間：令和7年1月27日～令和9年3月31日）

2

運行エリア

乗降ポイント No.

OK

OK

NG

NG
エリア外乗降P

OK

NG

【運行時間】
平日・土 6時～8時

17時～21時

日・祝 6時～21時

【運行条件】
・エリア内乗降P間＝OK

・エリア内乗降Pと
エリア外乗降P間＝OK

・エリア外乗降P間＝NG

エリア外乗降P

エリア外乗降P

OK
OK

NG

仮想停留所 95か所



地域連携公共ライドシェア事業について

２ 令和６年度実績（R7.3末）

（１）会員登録数

つくば 土浦 下妻 牛久 その他 計

82人 83人 32人 88人 173人 458人

※登録者の住所による

男性, 

41%

女性,  

28%

回答し

ない, 

31%

男性 女性 回答しない

0%
6% 10%

12%

14%

13%

13%

7%

25%

10 20 30 40 50 60 70 80 不明

土浦の対象エリアの人
口約14,000人からする
と、83人（約0.6％）
は少ない。
→プロモーションのス
タートダッシュに失敗
した可能性性別 年代
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地域連携公共ライドシェア事業について

２ 令和６年度実績（R7.3末）

（２）運行実績 ①運行回数

エリア 1月 2月 3月 計

つくば・土浦 8 21 29 58

筑波山 0 2 0 2

下妻 2 44 37 83

牛久 5 3 9 17

単位：回

※下妻の定時定路線を除く
※乗合いの実績はゼロ

総じて運行回数が少ない。
→周知・認知不足、今後のプロモーションに課題
一方、新規のモビリティサービスが認知され、利用されるまでには時

間がかかる（つちまるバスなどの経験）。
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地域連携公共ライドシェア事業について

２ 令和６年度実績（R7.3末）

（２）運行実績 ①曜日別・時間帯別運行回数

曜日別 時間帯別

日・祝のみ

日曜の利用が運行時間に対して少ない
→潜在利用者に訴求が届いていない可
能性

【運行時間】
平日・土 6:00～ 8:00、

17:00～21:00
日・祝 6:00～21:00

午前の利用が少ない
→平日午前が短いこと＆予約可能時間が30分
前である影響の可能性
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地域連携公共ライドシェア事業について

２ 令和６年度実績（R7.3末）

（２）運行実績 ②年代別の利用状況

つくば・土浦エリアは各年代偏りなく利用
→平日日中の運行がないため、70代以上の利用が少ないのは想定どおり
→電話予約が不可の可能性に留意
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30代 15％
40代 21％
50代 7％



地域連携公共ライドシェア事業について

２ 令和６年度実績（R7.3末）

（３）利用者アンケート結果

サービス全般、特に乗車体験に対する満足度は高い
→利用してもらうための仕掛けが重要
一方、Webアプリの操作性に不満が多い

※3/10時点で利用済みの27名に送付
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やや不満

満足



地域連携公共ライドシェア事業について

２ 令和６年度実績

（４）プロモーション実績

内容 場所

1月 市の公式HP掲載 市公式HP、トップバナー

1/14～ ポスティング（サービス開始＆
プレ運行）

運行エリア

1/15 運行エリアの地区長説明 四中地区公民館

1/18 出張説明会 ジョイフル本田荒川沖店

1/20～
1/26

プレ運行（運賃無料） 運行エリア

1/26 出張説明会（のりもの大集合） イオンモール土浦

1/27 市の公式SNSで配信 公式SNS登録者

2月 市の広報紙掲載 広報つちうら2月上旬号

2/26 出張説明会（スマホ教室） 土浦市役所本庁舎

3/9 出張説明会 四中地区公民館
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地域連携公共ライドシェア事業について

内容 場所

3/12 メルマガ配信 会員登録者

3/16 出張説明会 四中地区公民館

3/23 出張説明会 四中地区公民館

２ 令和６年度実績

（４）プロモーション実績

1月のポスティングチラシ

総じて認知不足
→利用につながるターゲット
にあった訴求が必要
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地域連携公共ライドシェア事業について

３ 事業の振り返り

成果 • 交通空白地の住民に新たな移動手段を提供できた
• ドライバーを必要数集めることができ、潜在的な

ドライバー需要があることが分かった
• ４市連携のドライバーバンクとすることで、ドラ

イバーの有効活用ができた
• 運行エリアや時間帯などの運行内容のほか、利用

する配車システム要件なども含めた全体のサービ
スデザインを早期に調整する必要【横展開】

課題 • 利用者が少なく、プロモーションに課題
• 利用促進にはアプリのUI改善も必要
• 未運行のドライバーが7割おり、モチベーション維

持が必要
• 運賃を上回るドライバー報酬としたため、持続可

能性に課題
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地域連携公共ライドシェア事業について

４ 今後の進め方

利用シーンを想起できるチラシ
（ポスティング）

（１）会員登録＆利用者増のプロモーション①

利用者インタビュー記事
（地区回覧 ５月中旬予定）

ポスティング
や

地区回覧
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地域連携公共ライドシェア事業について

４ 今後の進め方

ペルソナを以下の条件で設定
・性別 ⇒ 不問
・年齢 ⇒ 30歳～59歳
・その他 ⇒ 未設定

（１）会員登録＆利用者増のプロモーション②

運行エリアに
いる人に対す
るSNS広告

↓
公式HPへ誘導

効果を検証し、
次の打ち手を検討

ポスティング
SNS広告
4/28～5/11実施済
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地域連携公共ライドシェア事業について

４ 今後の進め方

～つちまるKidsとは～
予防接種のスケジュール管理や子どもの成長の記録、市から

のお知らせ配信など、子育てに役立つ機能を搭載したアプリ
会員数約2200人（うちアクティブユーザー約1000人）

（１）会員登録＆利用者増のプロモーション③

つちまるKids
登録者かつ運行
エリア居住者

に配信

4/9実施済
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地域連携公共ライドシェア事業について

４ 今後の進め方

• 登録者向け利用促進＆ドライバーモチベーション維持のためのメ
ルマガ配信

• 目的地となる施設へのポスター掲示
• 無料乗車キャンペーン等の検討
• webアプリUIの改善（わかりやすさ、操作のしやすさ）
• ガイドブックの改善（わかりやすさ、他の交通モードとの接続）
• 公式HPの改善（わかりやすさ、ターゲットへの訴求等）

などを実施検討

（２）その他利用促進
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→利用がなければデータも取れず、公共交通ネットワークの
再構築にもつなげられないため、利用促進に注力


